BUFFALO 


AirStation™ Pro 
WLAH-AM54G54/WLAH-G54 

導 A ガイド 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会(认 I ] ) の基準に基づくクラス 
A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすこと 
があります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるように要求されることがあ 
ります。 

万一、障害が発生したときは、次の対策を行ってください。 

• 本製品とテレビやラジオの距離を離してみる。 

• 本製品とテレビやラジオの向きを変えてみる。 


Q 本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変などを行5ことは禁じられて 
おります。 

□ BLFF 处 CT M は株式会社メルコホールディンダスの商標です 。 A rStati on ™、 ASS ™ は株式会社パ ッファロ ーの商標です。 
本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商標または登録商標です。本書では、™、®、©などのマークは記載し 
ていません。 

□ 本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場合があり、現に購入さ 
れた製品とは一部異なることがあります。 

□ 本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがありましたら、お買い求 
めになった販売店または弊社サボートセンターまでご連絡ください。 

□ 本製品は一般的なオフィスや家庭の«器としてお使いください。万一、一般_器以外として使用されたことにより損 
害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

• 医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途には使用しないでください。 
• 一般_器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用するときは、ご使用になるシステム 
の安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 

D 本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しないでください。また、 
弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを行っておりません。 

D 本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するものについては、日本国外 
への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可）が必要です。 

D 本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、注意事項として記載された取扱方法 
に違反する使用はお止めください。 

□ 弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失•破損した場合については、 
保証しておりません。本製品がハードディスク等の記憶装置の場合または記憶装置に接続して使用するものである場合は、 
本書に記載された注意事項を遵守してください。また、必要なデータはバックアップを作成してください。お客様が、本 
書の注意事項に違反し、またはバックアップの作成を怠ったために、データを消失 • 破棄に伴う損害が発生した場合であっ 
ても、弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

D 本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な過失があった場合を除き、 
本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

□ 本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または同等品に交換致します 
が、当該瑕疵に基づく損害賠償の貴に任じません。 







■安全にお使いいただくために必ずお守りください 

お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただ 
くために、守っていただきたい事項を記載しました。 

正しく使用するために、必ずお読みになり、内容をよく理解された上でお使いください。 
お読みになった後は、必ずお手元に置き、常に参照できるようにしてください。なお、 
本書には、弊社製品だけでなく弊社製品を組み込んだパソコンシステム運用全般に関す 
る注意事項も記載されています。また、製品のマニュアルと重複する内容も含まれてい 
ます。 

パソコンの 故障/トラブルや、いかなる データの 消失•破損または取り扱いを誤ったた 
めに生じた本製品の故障/トラブルは弊社の保証対象には含まれません。あらかじめご 
了承ください。 

使用している表示と絵記号の意味 


警告表示の意味 


A 警告 

この表示の注意事項を守らないと、使用者が死亡または重傷を負う可 
能性が想定される内容を示しています。 


\注意 

この表示の注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害 
の発生が考えられる内容を示しています。 


絵記号の意味 


△ 

は、警告、注意を促す記号です。 

の中や近くに、具体的な警告内容が描かれています。 

(例：1感電注意） 


〇は、してはいけない事項（禁止事項）を示す記号です。 

の中や近くに、具体的な禁止事項が描かれています。 

(例：@分解禁止） 

• 

f は、しなければならない行為を示す記号です。 
f の中や近くに、具体的な指示内容が描かれています。 
m : ^プラグをコンセントから抜く） 



△警告 


電源ケーブルを傷つけたり、加工、過 
(\) 熱、修復しないでください。 

火災になったり、感電する恐れがあり 
禁止 ます。 


ACKXN (50/601- fe ) 以外の A ： コンセン 
(\ ) 卜には、絶対にプラグを差し込まない 
v-y でください。 

禁止 海外などで異なる電圧で使用すると、 


□ 設置時に、電源ケーブルを壁やラッ 
ク（柵）などの間にはさみ込んだり 
しないでください。 

□ 重いものをのせたり、引っ張ったり 
しないでください。 

□ 熱器具に近付けたり、過熱したりし 
ないでください。 

□ 電源ケーブルを抜くときは、必ずプ 
ラグを持って抜いてください。 

□ 極端に折り曲げないでください。 

□ 電源ケーブルを接続したまま、機器 
を移動しないでください。 

万一、電源ケーブルが傷んだら、弊社 

サポートセンターまたはお買い上げの 


販売店にご相談ください。 


(<i\ 

本製品の分解や改造はしないでくださ 
い0 

火災や感電の恐れがあります。 

分解禁止 

電源プラ 
グを抜く 

煙が出たり変な臭いや音がしたら、 A ： 
コンセントからプラグを抜いてくださ 
い0 

そのまま使用を続けると、ショートし 
て火災になったり感電する恐れがあり 
ます。弊社サポートセンターまたはお 
買い求めの販売店にご相談ください。 

霪 

電源プラ 
グを抜く 

本製品を落としたり、強い衝撃を与え 
たりした場合は、すぐに C ダプタを 
抜いてください。 

そのまま使用を続けると、ショートし 
て火災になったり感電する恐れがあり 
ます。弊社サポートセンターまたはお 
買い求めの販売店にご相談ください。 


D ダプタは、必ず付属品を使用して 
<ださい。 

付属品以外のものを使用すると、電圧 
や極性が異なる場合があり、発煙、火 
災や故障の恐れがあります。 


ショートしたり、発煙、火災の恐れが 
あります。 

O / C アダプタは、 A ： コンセントに完全に 
差し込んでください。 

差し込みが不完全なまま使用すると、 
強制 ショートや発熱の原因となり、火災や 

感電の恐れがあります。 

液体や異物などが内部に入ったら、 A ： 
コンセントからプラグを抜いてくださ 
い0 

そのまま使用を続けると、ショートし 
て火災になったり、感電する恐れがあ 
ります。弊社サポートセンターまたは 
お買い上げの販売店にご相談くださ 
い0 

風呂場など、水分や湿気が多い場所で 
は、本製品を使用しないでください。 
火災になったり、感電する恐れがあり 

水場でのます。 

使用禁止 _ 

〇 電気製品の内部やケーブル、コネクタ 
類に小さなお子様の手が届かないよう 
に機器を配置してください。 

強制 けがをする危険があります。 


電源プラ 
グを抜く 


- 2 - 




△注意 HHH 


§ 

電源ケーブルが a : コンセントに接続さ 
れているときには、濡れた手で本製品 
に触らないでください。 

感電の原因となります。 

強制 

静電気による破損を防ぐため、本製品 
に触れる前に、身近な金属（ドアノブ 
やアルミサッシなど）に手を触れて、 
身体の静電気を取り除くようにしてく 
ださい。 

体などからの静電気は、本製品を破損 
させる恐れがあります。 


各接続コネクタのチリ■ホコリ等は、 
取り除いてください。 

故障の原因となります。 


本製品に接続されているケーブルに足 
を引っかけたり、引っ張った y しない 
でください。 

本製品の破損や思わぬけがを招く恐れ 
があります。 


本製品を廃棄するときは、地方自治体 
の条例に従ってください。 

条例の内容にっいては、各地方自治体 
にお問い合わせください。 


/^\ 次の場所には設置しないでください。 

(\ ) 感電、火災の原因となったり、製品に 
悪影響を及ぼすことがあります。 

禁止 □強!/ヽ磁界が発生するところ（故障の 

原因となります） 

□ 静電気が発生するところ（故障の原 
因となります） 

□ 震動が発生するところ（けが、故障、 
破損の原因となります） 
n 平らでないところ（転倒したり、落 
下して、けがの原因となります） 

□ 直射日光が当るところ（故障や変形 
の原因となります） 

□ 火気の周辺、または熱気のこもると 
ころ（故障や変形の原因となりま 
す） 

□ 漏電の危険があるところ（故障や感 
電の原因となります） 
n 漏水の危険があるところ（故障や感 
電の原因となります） 


- 3 - 




無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関するご注意 

(お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項てす！） 


無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコン等と無線 
アクセスポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に 
LAN 接続が可能であるという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁等）を越えてすべての場所に届くた 
め、セキュリティに関する設定を行っていない場合、以下のような問題が発生する可能 
性があります。 

• 通信内容を盗み見られる 

悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、 ID やパスワード又はクレジットカー 
ド番号等の個人情報、メールの内容等の通信内容を盗み見られる可能性があり 
ます。 


參不正に侵入される 

悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、個人情報 
や機密情報を取り出す（情報漏洩） 

特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

コンビュータウィルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 

などの行為をされてしまう可能性があります。 

本来、無線 LAN カードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセ 
キュリティの仕組みを持っていますので、無線 LAN 製品のセキュリティに関する設定 
を行って製品を使用することで、その問題が発生する可能性は少なくなります。 

無線 LAN 機器は、購入直後の状態においては、セキュリティに関する設定が施されて 
いない場合があります。 

従って、お客様がセキュリティ問題発生の可能性を少なくするためには、無線 LAN 力 
—ドや無線 LAN アクセスポイントをご使用になる前に、必ず無線 LAN 機器のセキュリ 
ティに関する全ての設定をマニュアルにしたがって行ってください。 

なお、無線 LAN の仕様上、特殊な方法によりセキュリティ設定が破られることもあり 
得ますので、ご理解の上、ご使用下さい。 

セキュリティの設定などについて、お客様ご自分で対処できない場合には、 

「 BUFFALO サボートセンター」までお問い合わせ下さい。 

当社では、お客様がセキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理解し 
た上で、お客様自身の判断と責任においてセキュリティに関する設定を行い、製品を使 
用することをお奨めします。 


社団法人電子情報技術産業協会 (JEITA) 
「無線!のセキュリティに関するガイドライン」より 
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BUFFALO の無線 LAN セキュリテイに対する取り組みについて 


巳 UFFALO ではお客様がより快適でセキュアな無線 LAN を簡単にお使いいただける様に 
製品開発に取り組んでおります。 巳 UFFALO の無線 LAN AirStation シリーズの無線 
LAN セキ ュ リテイに ついてご 説明いたします。 


①簡単接続設定システム 「AirStation One-Touch Secure System 
( AOSS ) 」 

「AirStation One-Touch Secure System ( AOSS )」 は、これまで暗号化キーの設 
定や入力で煩雑だった無線 LAN の接続設定を飛躍的に簡単にする新技術です。これ 
を使用することで、ワンタッチでセキュアな無線 LAN ネットワークに接続できま 
す。暗号化方式は、標準的な 「 WEP 」 (64/128 bitWEP ) のほか、最新のセキュ 
リティである WPA にも採用されている 「 TKIP 」 、米国政府の標準暗号化方式とし 
て採用されている強固な 「 AES 」 に対応しており、 「 AOSS 」 がそれそれの機器の 
セキュリティ機能レベルを判断して最適な暗号化方式に自動設定します。 


② プライバシーセパレータ 

無線パソコン間の通信を禁止する機能です。これを使用することで、同一のアクセ 
スポイントに接続している無線パソコンのデータが見えなくなるため、プライバシ 
—の保護が可能です。 


③無線送信出力制限 

無線の送信出力を変更する機能です。この数値を低くすると、無線の届く範囲が短 
くなるため、不要な電波漏れによる不正アクセスを防止できます。 


④ Any 接続拒否 

ESSID ( SSID ) を 「 Any 」 にすることで誰でも接続できてしまう 「 Any 接続」を禁 
止する機能です。 


⑤無線 ESSID ( SSID ) ステルス 機能 

ビーコンバケツトの中に SSID の情報を含めずに電波を発信する機能です。 
WindowsXP などのビーコン信号を検知する機能を搭載している端末から ESSID 
( SSID ) を分からなくすることができます。 

AirStation シリーズでは④ 「 Any 接続」を「許可しない」設定にすることで実現で 
きます。 




■電波に関する注意 

□ 本製品は、電波法に基づく小電カデータ通信システムの無線局の無線設備として、技 
術基準適合証明を受けています。従って、本製品を使用するときに無線局の免許は必 
要ありません。また、本製品は、日本国内でのみ使用できます。 

□ 本製品は、技術基準適合証明を受けていますので、以下の事項を行うと法律で罰せら 
れることがあります。 

• 本製品を分解/改造すること 

-本製品の裏面に貼ってある証明ラベルをはがすこと 

□ I EEE 802.11 a の j 52/ W 2、 V ®3 は、電波法により屋外での使用が禁じられています。 

□ I EEE 802. llg / b 対応製品は、次の場所で使用しないでください。 

電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところ、 2.40^ 付近の電波を使 
用しているものの近く（環境により電波が届かない場合があります。） 

□ I EEE 802. llg / b 対応製品の無線チヤンネルは、以下の機器や無線局と同じ周波数帯を 
使用します。 

-産業 • 科学 • 医療用機器 

• 工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 

① 構内無線局（免許を要する無線局） 

② 特定小電力無線局（免許を要しない無線局） 

□ I EEE 802. llg / b 対応製品を使用する場合、上記の機器や無線局と電波干渉する恐れが 
あるため、以下の事項に注意してください。 

1本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局が 
運用されていないことを確認してください。 

2万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場 
合は、速やかに本製品の使用周波数を変更して、電波干渉をしないようにしてくだ 
さい。 


3その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局に対して電波干渉の事例が発 
生した場合など何かお困りのことが起きたときは、弊社サボートセンターへお問い 
合わせください。 


使用周波数帯域 

2. 40 -fe 

変調方式 

CFDM ^ 式 / CSSS 方式 

想定干渉距離 

40 ntt 下 

周波数変更の可否 

全帯域を使用し、かつ「構内無線局」「特定小電力無線局」 
帯域を回避可能 




はじめに 

ここでは、本書「導入ガイド」の目的、構成および読み方について説明しています。 

目的 

この マニュアルでは、 本製品の最初のセットアップ方法、 デフォルト 設定、トラブル 
シュー ティング、無線パソコンの接続と本製品の仕様について説明しています。また、 
この マニュアルは、 本製品を初めて設置および設定する人を対象にしています。本製品 
を設置するには、ネットワークの構造、用語、および、概念に関する知識が必要です。 

構成 

このマニュアルは、 次の4章で構成されています。 

第1章「製品概要」では、本製品の機能と仕様について説明しています。 

第2章「設置」では、基本的な設置方法を説明しています。 

第3章「基本設定」では、基本的な設定方法を説明しています。 

第4章「付録」では、本製品のデフォルト設定と、セットアップ中に発生する可能性のあ 
る問題の解決方法に ついて 説明しています。 

本書の使いかた（文中マーク/用語表記〉 

本書を正しくお使レヽいただくための表記上の約束ごとを説明します。 

注意マーク 

製品の取り扱いにあたって注意すべき事項です。この注意事項に従わなかった場合、身 
体や製品に損傷を与えるおそれがあります。 

メモマーク rEB 

製品の取り扱いに関する補足事項、知っておくべき事項です。 

参照 マー ク 

関連のある項目のページを記しています。 

• 文中 [] で囲んだ名称は、操作の際に選択するメニュー、ボタン、テキストボックス、 
チェックボックスなどの名称を表わしています。 

• 本書では原則として、弊社製無線じ利アダプタを装着したパソコンを無線パソコン、 
本製品の設定に使用するバソコンを設定用バソコンと表記しています。 

• ケーブルで接続された 10/100 B ^ SE の L / MXI とケーブルを使用しない無線 LAN を明確に区 
別するために、本書では次の用語を使用しています。 

有線 LAN *..... ケーブルで接続された L^\l 
無線 LAN *..... 無線通信を使用した LAN 

上記の用語は、説明のために本書のみで便宜上使用するものであり、一般的には使用 
されません。あらかじめご了承ください。 
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第 1 章製品概要 

本製品は、無線 L 7 W ) アクセスポイントです。無線 LAN と有線 UMI 3 の中継器として機能し 
ます。また、無線パソコンが本製品の通信範囲内にあれば、複数のアクセスポイントの 
うち最もつながりやすいアクセスポイントに自動的に接続するので、施設全体を移動し 
ながら途切れることのない通信をすることができます。 

この章では、次の内容について説明します。 

• 主要な機能 

• ネットワーク構成例 

•仕様 

1-1 主要な機能 

この項では、次にあげる本製品の主要機能について説明しています。 

• PoE (Power over Ethernet ) 

• コネクタとスイツチ 
• 外部アンテナ 

• LEK 示 

1-1-1 PoE (Power over Ethernet) 

本製品は、別売の PoB ^ 電アダプタと PoE 受電アダプタを組み合わせることによって、 L/W 
ケーブルから電力を受け取ることができます。この場合は、本製品に ACT ダプタを接続 
する必要はありません。 

PoE の詳細については、別売の PoE アダプタのマニュアルを参照してください。 


PoE は弊社独自仕様のため、必ず本製品に対応した弊社製 POE アダプタをお使いく 
ださい。 


1-1-2 コネクタとスイツチ 


サブ 

アンテナ 


〇 〇 


メイン 

アンテナ 


roro 


DC コネクタ 
( DC - IN ) 

初期化スイッチ 
(設定初期化） 


LAN ポート 
( ETHERNET ) 

AOSS ボタン 


LAN ポ_卜 

LAINl ^ r —ブルで、本製品の LAIW —卜とパソコンやハブなどのネットワーク機器を接続し 
ます。本製品の LAN ポートは AUTO WX に対応しているため、 LAN ケーブルの種類（ストレー 
卜 /クロス） に関係なくネットワーク機器と接続できます。 

A0SS ボタン 

このボタンを/ CSSLED 5 S 点滅するまで（約 3© 間）押し続けると、本製品がセキュリティ 
キー交換待機状態になります。 

初期化スイッチ 

この スイッチを □ A 3 LED 5 S 点滅す るまで （約 3 f 少間）押すと、本製品の設定内容をデフォ 
ルトに戻すことができます。 

1-1-3 外部アンテナ 

には、別売の I EEE 802. llb/g 対応外部アンテナ （WmtW Ml/UDK 
/ W . E - WQ W . E - H 3- NCFV W . E - NCfV VI ^ AH - CP - H 3 を取り付けられます。 
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1-1-4 LED 表示 

本体上部にある LEDt?、 本製品の動作状態がわかります。 

■WLAH-AM54G54 


BUFFALO 

Power WirelessI Wireless2 Diag 




□ □ □ □, 


POWER ■ 
WIRELESS 1 _ 
WIRELESS 2 
DIAG - 


ETHERNET 
_ AOSS 


• PQ/^R LED 点灯（緑）：電源 CM 寺。 

• WRELESS1 LED 点灯（緑）： I EEE802.11a の無線接続時。 

点滅（緑） M EEE802.11a の無線通信時。 


• WRELESS2 LED 


点灯（緑）… EEE802.llg の無線接続時。 
点滅（緑）： I EEE802. llg の無線通信時。 


• □ AG LED 点滅回数により、本製品の状態を示します。 


エラー表示が出る場合は、 AC アダプタをコンセントからいったん抜 
いてください。 /CT グプタを再び差し込んだときもエラー表示が出 
る場合は、弊社修理センター宛てに本製品をお送りください。 

なお、起動直後の点滅およびファームウェアアップデート中の点滅 
は故障ではありませんので、本製品をお送りいただく必要はありま 
せん。 


LED 表示 

ステータス 

起動時に赤色常時点灯 

RAM エラー 

起動時/設定保存直後に赤色2回点滅 

Flash ROM エラー 

起動時に赤色3回点滅 

有線 LAN エラ'一 

起動時に赤色4回点滅 

無線 LAN エラー 

起動時に赤色9回点滅 

システムエラー 

数分間赤色点滅 

ファームウヱアアップデート中 
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• ACSS LED 


LEDD 状態により、 ACSS 動作時の状態を示します。 


LED 表示 

ステータス 

2 回点滅(黄） 

セキュリティキー 交換を行える状態 (AOSS 待機中） 

点灯(黄） 

セキュリティキー 交換に成功 (AOSS 成功） 

点滅(黄） 

セキュリティキー 交換に失敗 (AOSS 失敗） 


• ETHERNET LED 点灯（緑）：各ポートのリンク時。 

点滅（緑）：各ポートの通信時。 


■WLAH-G54 


BUFFALO 

Power Wireless 


Diag Aoss 


□ ■□口 □ □ 


POWER . 


WIRELESS 


DIAG- 


_ ETHERNET 
■AOSS 


• PQ^R LED 点灯（緑）：電源 CM 寺。 

• WRELESS LED 点灯（緑）： I EEE802.llg の無線接続時。 

点滅（緑）： I EEE802. llg の無線通信時。 

ws 通信時は、点灯（緑）のままになります。 

• □ AG LED 点滅の点灯回数により、本製品の状態を示します。 

エラー表示が出る場合は、 AC アダプタをコンセントからいったん抜 
いてください。グプタを再び差し込んだときもエラー表示が出 
る場合は、弊社修理センター宛てに本製品をお送りください。 

なお、起動直後の点滅およびファームウェアアップデート中の点滅 
は故障ではありませんので、本製品をお送りいただく必要はありま 
せん。 


LED 表示 

ステータス 

起動時に赤色常時点灯 

RAM エラー 

起動時/設定保存直後に赤色 2 回点滅 

Flash ROM エラー 

起動時に赤色 3 回点滅 

有線 LAN エラ'一 

起動時に赤色 4 回点滅 

無線 LAN エラー 

起動時に赤色 9 回点滅 

システム エラー 

数分間赤色点滅 

ファームウヱアアップデート中 
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• ACSS LED LEDZ ) 状態により、 ACSS 動作時の状態を示します。 


LED 表示 

ステータス 

2回点滅(黄） 

セキュリティキー交換を行える状態 (AOSS 待機中） 

点灯(黄） 

セキュリティキー交換に成功 (AOSS 成功） 

点滅(黄） 

セキュリティキー交換に失敗 (AOSS 設定） 


• ETHERNET LED 点灯（緑）：各ポートのリンク時。 

点滅（緑）：各ポートの通信時。 
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1-2 ネツト 7 — ク構成例 

本製品を使った無線ネットワークの構成例を説明します。本製品のデフォルトは、無線 
LAN (無線パソコン）と有線 LANtO 間の接続ポイントとして動作するように設定されてい 
ます。 


1-2-1 無線 LAN —有線 LAN 間の接続ポイント（ローミング) 


本製品は、有線 LAN と無線 LAN (無線パソコン）の接続ボイ 
ント（アクセスポイント）として使用できます。 

有線 Lmt に複数のアクセスポイントがある場合、接続中 
のアクセスポイントの電波が届かない場所に無線バソコ 
ンを移動しても、別のアクセスポイントに自動的に接続さ 
れるため、ネットワークとの接続が切断されません（ロー 
ミング機能)。ローミング機能を使用するときは、各アク 
セスポイントに同じ ESSI D(SSI Q を設定します。 



1-2-2 無線の電波範囲を広げるリピータ機能 


本製品は VC6 (Wrel ess D stri buti on Systeng アクセス 
ポイント間通信）に対応しているため、無線のリピータと 
して使用することができます。 

リビータとして使用することにより、無線の電波が届く範 
囲を拡大したり、電波を遮断する障害物を回避したりする 
ことができます。 

リビータとして使用する場合は、本製品が有線 LAN に接続 
されている必要はありません。また、通信相手のアクセス 
ポイントの IVKT アドレスを設定する必要があります。 



1-2-3 WDS 通信機能 

本製品は、6台までの VK 通信（アクセスポイント間通信） 
に対応しているため、部署内やビル内の有線 LAN 同士を無 
線で接続することが可能です。 WS 通信が不安定な場合は、 
本製品を VC6 専用モードに設定してください。 

was 能を搭載した下記アクセスポイントと相互通信が可 
能です。 


VWWIV2 シリーズ、 \MPK\MPS, VI/.M LUG, WAAVCG, 
WA2-C54, WA®4C、WAB11、WAL11G、 
VWV WPJ WP3/ VW2 シリーズ 、 WPJ VBR2 シリーズなど 



XIEEE802.11a の j52/VS2、V®3 は、電波法により屋外での使用が禁じられています。 
WAI4AIVB4(54 を屋外で使用する場合は、丨 EEE802.llg のみでご利用ください。 
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1-3 仕様 

最新の製品情報については、カタログまたはホームページ （buffalo.jp ) を参照 
してください。 


有線 

準拠規格 

1 EEE802. 3 (10BASE-T)、 丨 EEE802. 3u (100BASE-TX) 


データ転送速度 

lO/lOOM^ps 自動設定、 IOMdpb 固定、100 Mps 固定 


テータ転送モー 
ド、 

半二重/全二重自動設定、半二重固定 


ポ 1 ~~卜 

100 BASE-HOBASE -丁ポート X4(R| -45 型 8* コネク 
夕、 AUTO W ) ^応） 

無線 LAI^P 

準拠規格 

1 EEE802.11a 

(1 EEE802 


ARI B STD-T71 (小電カデータ通信システム規格） 

.11a) 

伝送方式 

直交周波数分割多重 （CFDM 方式単信（半二重） 

x V^H 

データ通信速度 
(オートセンス） 

6/9/12/18/24/36/48/54M3ps (1 EEE802. 11 a) 

AN54GB4 

アクセス方式 

インフラストラクチャモード 

のみ 


WS モード（アクセスポイント6台まで） 


周波数範囲 
(中心周波数） 

5180〜5320_ 

(36/40/44/48/52/56/60/64ch) 

X 52、56、60、 64ch は、気象レーダーとの干渉を防 
ぐため、設定できないことがあります。 

X52、56、60、 64ch に設定した場合、 VES で通信する 
ことができません。 

※携帯電話、コードレスホン、テレビ、ラジオ等と 
は混信しません。 


アンテナ 

ダイバシティアンテナ（可動式） 


セキュリテイ 

W/VPSK(™ P,/€S)、128(104)/64 (40) bit VEP、 
WA( Rd LB) 、設定画面パスワード、_こアドレス登 
録機能 （256 {牛”、 Any® 続拒否、プライバシーセパ 
レータ、電波出力制限 


モジュール形式 

Mni PQ 
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無線 LAN 
部 (IEEE 
802. llg) 

準拠規格 

1 EEE802. lib、 1 EEE802. llg 

ARI B STD-T66 (小電カデータ通信システム規格） 

伝送方式 

直交周波数分割多重 （CFDW 方式単信（半二重） 

直接スぺクトラム拡散 （&SS) 方式単信（半二重） 

データ通信速度 
(オートセンス） 

6/9/12/18/24/36/48/54^ps (1 EEE802. llg) 
1/2/5. 5/ll^ps (1 EEE802. lib) 

アクセス方式 

インフラストラクチャモード 

WS モード（アクセスポイント6台まで） 

周波数範囲 
(中心周波数） 

2412〜 2472M~fc (1 〜 13ch) 

※携帯電話、コードレスホン、テレビ、ラジオ等と 
は混信しません。 

アンテナ 

ダイバシティアンテナ（可動式） 

セキュリテイ 

WVVPSK(TW P./ES)、128(104)/64 ( 40) bit 
WAfRADLB)、 設定画面パスワード、 iVfC アドレス登 
録機能（2561 牛*)、 Any 接続拒否、プライバシーセパ 
レータ、電波出力制限 

モジユ ーノレ形式 

Mni PO 

電源電圧 

DG.3V( 専用 ACT グプタをご使用ください） 

消費電力 

WAH-AlvB4(54 :最大 8. 3W 

WAH-®4 :最大 6. 0W 

消費電流 

WAH-AlvB4(54 :最大 DC! 85A 

WAt4(54 :最大： Cl. 8A 

動作環境 

温度 

〇〜 40 o C 

湿度 

10〜85% (結露なきこと） 

重量 

(本体+アンテナ） 

WA14A^B4(54: 770g 

V1LAHGB4 : 748g 

外形寸法 

135( Wx 180( D) x 30( H) nnn 


X M \ cr ドレス登録機能は、 I EEE802.11a と I EEE802.llg で合計256{牛です。 

X無線バソコンの最大同時接続数は、 I EEE802.11a と I EEE802.llg でそれぞれ255台 
(TKI P/AESf 吏用時はそれぞれ50台）までです。 
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第 2 章設置 

この章では、本製品のセットアップについて説明しています。 

•電波に関する注意 
• パッケ^ージ內容 
• 本製品の取り付け 

2-1 電波に関する注意 

本製品は無線で通信するため、障害物などの干渉の影響を受けることがあります。次の 
ような場所に本製品を設置すると、通信速度が減少したり通信範囲が狭くなったりする 
ことがあります。あらかじめご了承ください。 

. 鉄筋コンクリートや構造に金属が使用されている建物内や金属製の家具や棚の近く。 

• 電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところ（電子レンジは本製品と 
同じ周波数で動作するため、環境により電波が届かない場合があります)。 

X 2. 付近の電波を使用しているものの近くで使用すると双方の通信速度が落ちる場合 

があります。 

IEEE802.11a の j52/V®2、VS3 は、電波法により屋外での使用が禁じられています。 
W7HAIV54(54 を屋外で使用する場合は、 I EEE802. 1 lg のみでご利用ください。 

2-2 パッケージ内容 

パッケージには、次のものが梱包されています。万一、不足しているものがありました 


ら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

• \ im -\ (本体） . 1台 

• /cr ダプタ（アダプタ本体とケープルに分かれて梱包されています） . 1個 

• LAN^r —ブル（ストレート） . 1本 

• 屋内アンテナ用変換コネクタ （WAHC54 のみ同梱されています） . 1個 

• 壁掛け金具 . 1枚 

• 木ねじ（壁掛け用） . 4本 

• 皿ねじ（壁掛け金具用） . 6* 

• シリアル番号シール . 1式 

• 導入ガイド（本書） . 1冊 

• 設定ガイド . 1冊 

• エアナビゲータ① . 1枚 

• ユーザー 登録はがき•保証書 . 1枚 


• 別紙で追加情報が添付されている場合は、必ず参照してください。 

• 本製品に同梱されているユーザー登録はがきは、保証書を切り離した後、必要事項をご記入 
の上、必ず弊社までご返送ください。また、切り離した保証書は大切に保管してください。 

• 本製品は、 GPL の適用ソフトウェアを使用しており、本製品のユーザー登録をされた方 
は、これらのソースコードの入手、改変、再配布の権利があります。詳細は、添付 CDRCM 
内の 「gpl.txt」 をご覧ください。 
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2-3 本製品の取 y 付け 

本製品を次の手順で取り付けます。 

2-3-1 取 y 付けに必要なもの 

本製品の取り付けには、次のものが必要となります。 

• WAH (本体） 

• 壁掛け金具•木ねじ•皿ねじ（本製品を柱や壁に設置する場合） 

-有線 LAN に接続するための LAN^r —ブル 

2-3-2 外部アンテナの取り付け （ WLAH - G 54 のみ） 

別売の外部アンテナを取り付ける場合は、下図のように取り付けてください。また、取 
り付ける製品のマニュアルも必ず参照してください。 


■ WLAH-OP-HG の取り付け 


メインアンテナとサブアンテナを取り外して、 
WLAH - OP - HG を取り付けてください。 
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■ WLE-DAH/WLE-DA/WLE-MYG/WLE-HG-NDR/WLE-NDR の取り付け 
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2-3-3 本製品の設置 

本製品を柱や壁に設置する場合は、添付の壁掛け金具を使用します。 

下図のように本製品に金具を取り付けた後、柱や壁にねじ止めしてください。 




PoE 受電 
アダプタ 
(別売) 



付属の皿ねじで上図の矢印の箇所をねじ止めします。 

《別売の PoE 受電アダプタを使用する場合は、 PoE 受電アダプタ 
も付属の皿ねじで止めてください。 


壁掛け金具 



付属の木ねじで上図の矢印の箇所をねじ止めします。 


本製品の設定を完了してから、柱や壁に設置してください。設定がやりやすくな 
ります。 


2-3-4 LAN ケーブルの接続と電源投入 

1. 電源を入れる前に、有線 LAN と本製品の—卜を UW —ブルで接続します。 

2. 本製品の DC コネクタに、ダプタを差し込みます。 

3. ダプタをコンセントに差し込むと、本製品の電源が入ります。 
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第 3 章基本設定 

この章では、基本的な設定例として、本製品の名称、 IP アドレス、デフオルトゲートウェイ 、 [>E 
サーバ、嗾 IJ 、 ESSIDfSiP , 無！!チヤンネルと暗号キーを設定する方法について説明しています。 

設定についての詳細は、別冊「設定ガイド」を参照してください。 

この章には次のセクシヨンがあります。 

• 設定の前に 
• 設定手順の流れ 

• 有線接続して本製品を設定する 

3-1 設定の前に 

本製品を設定する前に、次の項目について確認してください。 


必要な情報 

• 本製品に設定する名称 

• 本製品の ESS 旧 SS 旧（大文字と小文字は区別されます） 

-本製品の IP アドレス （ CKP サーバから自動取得しない場合） 

. デフオルトゲートウェイの IP アドレス （ CKP サーバから自動取得しない場合） 

• 本体下部のラベルに印刷されている有線 IVISC アドレス（例： 0016011234 56) 

必要なもの 

. 設定用パソコン 

3-2 設定手順の流れ 

設定手順の流れは、次の通りです。 

ステップ1 

本製品と設定用バソコンを LAN ケーブルで接続します。 

ステップ2 

添付アプリケーション 「A rStati on Adnhn Tool s Lite 」 を使用して、 Wb ブラウザから 
設定画面を開きます。 

rm ^jrstati on Adniin Tools Li te の使用方法や Wb ブラウザでの設定方法については、 
「有線_で接続して本製品を設定する」 （ P 22) を参照してください。 


ステップ3 

本製品の設定を行います。 

本製品のセキュリティ、フィルタリングおよびその他の機能の設定については、 
別冊「設定ガイド」を参照してください。 
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3-3 有線 LAN て接続して本製品を設定する 

ここでは、本製品とパソコンを有線じ \ N ^ 接続し、 V ^ b ブラウザを使用して設定する手順 
を説明します。 

3-3-1 AirStation Admin Tools Lite のインストール 

本製品の設定をするパソコンに 、 AirStation Adrrhn Tool s Li te をインストールします。 
A「Stati on Adnhn Tool s Li te には、本製品に任意の I P アドレスを設定し、本製品にアク 
セスする機能があります。 

※設定画面を表示するパソコンは、 Wndov \ s パソコンで Internet Explorer 6. 0以降が 
インストールされている必要があります。 

X Ai rStati on Adnnn Tool s Li te (無償版）には 、 Ai rStati on Adrrnn Tool s (有償版） 
から以下の機能に制限がかけられています。 

. 複数台を対象にした管理機能の実行ができません。 

. システムログの 収集、表示機能がありません。 

. アライブチェック機能がありません。 

.Ai rStati onAdrrnnTool s (有償版）用のアップデートユーティリティは使えません。 

ステップ1 

エアナビグータ a を、バソコンの a )rcm ドライブに揷入します。 

1 Wndo\AS Vi sta をお使いの場合、「自動再生」画面が表示されることがあります。 
その場合は 、 [Ai rl ^ vi . exe の実行]をクリックしてください。 

また、セットアップ中に「プログラムを続行するにはあなたの許可が必要です」と表示 
された場合は、[続行]をクリックしてください。 


ステップ2 

[オプション]をクリックします。 

ステップ3 

[上級者向けインストール]をクリックします。 

ステップ4 

[Ai rStati on Adnhn Tool s Li te ] にチェックをつけて、[インストール開始]をクリッ 
クします。 

ステップ5 

インストーラが起動したら、画面の指示に従ってインストールをおこないます。 
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3-3-2 基本的な設定 

Ai「Station Ajnnn Tool s Li te を使って本製品の I P アドレスを設定し、ブラウザで基 
本的な設定を行います。 


• 設定を行うパソコンには、有効な IP アドレスが設定されている必要があります。 

• \^11(±)\/\8\/1513をお使いの場合、設定中に「プログラムを続行するにはあなたの許可 
が必要です」と表示されることがあります。その場合は、[続行]をクリックしてく 
ださい。 

ステップ1 

本製品とパソコンを、 LAN ^ r —ブルで LAN に接続します。 

ステップ2 

[ スタート ]—[( すべての）プログラム ]— [BUFF 处〇] — [エアステーションユーテイ 
リテイ ]— [Ai「Stati on Adrrhn Tool s Li te ] を 選択して、 Ai rStati on Adniin Tool s Li te 
を 起動します。 

ステップ 3 

本製品が検索され、一覧に表示されます。検索された本製品を選択* して、 [ ッール ] 一 
[IP アドレス 変更]を選択します。 

X WAKAIVB 4(54 などの ESSI D ( SSI D ) が2つ設定されている製品の場合、どちらを選択して 
も構いません。 



デフォルトの エア ステーション 名は、 “ AP ” の 2文字に有線側 iyf\C アドレス 12桁を加え 
た文字列です。 

本製品に内蔵されている無線カードには 、 ESSI DfSSI D ) が設定されています。デフォ 
ルトでは、以下の値が設定されています。 

《 V ^ C £4 の 場合》 

有線! y (\ C 7 ドレスが設定されています。 

の 場合》 

内蔵する無線カードごとに、有線側 iyt \ cr ドレスに無線の種類を意味する英字し a ま 
たは_0を加えた文字列が設定されています。 

本製品とパソコンが同じサブネットに属している場合は、検索された本製品を選択し 
て[編集]—[設定画面表示]を選択すると、 ステップ7 に進むことができます。 
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ステップ 4 

本製品に割り当てる IP アドレスを入力し、[実行]をクリックします。丨 P アドレスは、本 
製品に接続するパソコンと同じサブネットに設定する必要があります 。 I P アドレスを 
CKP サーバから 自動取得する場合は、 「 CKP クライアント」にチェック マークを 付けて、 
[実行] を クリックします。 


IP アドレス変更 


エアステーン g ンの新 U、IP アドレスして下 3U 
この棵能13：ブロー ドキヤストドメイン内のエアステーン a ンの 
みに有効です。 



厂 DHCP グ5イアント® 


1^— 1 キャン12ルI 


ステップ5 

[閉じる]をクリックします。 



ステップ6 

本製品を選択して、[編集]—[設定画面表示]をクリックします。 


ステップ7 

ユーザー名とパスワードを入力する画面が表示されます。ユーザー名に root と入力し、 
パスワードは空襴のまま [ CKO をクリックします。 
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ステップ 8 

設定画面が表示されます。 



ステップ9 

[無線の信号を暗号化する （ VEP/TW P // ES )] をクリックします。 

rEB 「 A 3 S で接続する」 ( P 30) の操作を行うと、暗号化の設定が変更されます。変更され 
た設定内容を確認するには、本製品の設定画面から[アドパンスト]-[管理]- IXSS ] の 
順にクリックしてください。「現在の暗号化情報」欄に変更された設定内容が表示されます。 


ステップ10 

暗号化の種類を選択して、[進む]をクリックします。 

rEB WAI 4 AN 64 C 54 の場合は、無線の種類ごとに設定をおこないます。802.1 la と 802 .llg 

とで同じ暗号化をする場合は、「802. 11 a , 802. llg 共、同じ設定を使用する」にチェック 

マークを つけてください。 

rw TKI P や AES を使用する場合、以下の制限事項があります。 

• 対応プロトコルは、 TCP / 丨 P のみになります。 TCP / IP 以外のプロトコルは、動作保証対 
象外となります。 

• 無線アダプタ、無線接続ッールなどが™ P や AES に対応している必要があります。 

• 弊社製 TKI P / AES 対応無線アダプタをお使いの場合は、「クライアントマネージャ3」が 
必要です。インストールされていない場合は、付属の「エアナビゲータ①」からイ 
ンストールしてください。 

(クライアントマネージャ3のインストールには 、 Internet Expl o 「 e 「5. 5以降が必要 
です） 

• 他社製無線アダプタ や 無線機能を内蔵した パソコンを お使いの場合は、無線アダプタ 
やパソコンのマニュアルを 参照して ください。 

• TKIP 、 AES は VEP と併用できません。 

_ 802. 1 la と 802. 1 lg の両方で TKI P を使用することはできません。 

• WS / リビータ機能を使用する場合は、暗号化を CFR こするか VCP を使用する必要があり 
ます。 TKIP 、/ ES を使用すると、設定できません。 
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. TKIP や/ ES を使用して接続できる無線パソコンは、50台以下です。 

(理論的には齡まで接続可能ですが、実用的な通信帯域を保証するものではありません) 

ステップ 

TKI P / AES の場合は WVVPSK (事前共有キー）、 VEP の場合は VEP 暗号化キーを入力して[進 
む]をクリックします。 

ステップ12 

「 Ai 「 Station の暗号化の設定は完了しました」と表示されたら、[設定完了]をクリック 
します。 

ステップ13 

[アド パンスト] をクリックします。 

ステップ14 

画面左の[管理]—[本体設定]をクリックして、「本体設定」画面を表示します。 

Ai rStati 〇咕に、本製品に設定する任意の名称を入力します。 A「Stati 〇你の入力は必須 
ではありませんが、複数の Ai rStati on が存在する場合、本製品の識別が容易になります。 

管理パスワード欄と確認用欄に、新しいパスワードを入力します。設定したパスワード 
は、忘れないようにしてください。 

入力後、[設定]をクリックすると設定が反映されます。 

rEB パスワードは、半角英数字とアンダースコア （_) を使って、8文字までの長さ 
で設定できます。 
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ステップ 15 

「設定を保存しています...完了」と表示されたら、画面左の[時刻設定]をクリック 
します。 

rm ユーザー名とパスワードを入力する画面が表示されたら、ユーザー名に root と入 
力し、パスワードに ステップ14 で設定したパスワードを入力して [ CK ] をクリックしま 
す。 


現在の時刻を入力します。[設定]をクリックすると設定が反映されます。 
rEB ACT ダプタを本体から外すと、内蔵時計がリセットされます。 



ステップ16 

「 B 寺刻は設定されました」と表示されたら、画面左の [_ i ： 定]をクリックします。 

HESS ユーザー名とパスワードを入力する画面が表示されたら、ユーザー名に root と入 
力し、パスワードに ステップ14 で設定したパスワードを入力して [ CK ] をクリックしま 
す。 


ESSID ( SSID )、 無線チャンネルの設定を行います。[設定]をクリックすると設定が反映 
されます。 
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. W 7\ HAN 64®4 の場合は、無線の種類ごとに設定をおこないます。画面の上部にある「無 
線設定 (802.11 a ) 」または「無線設定 (802. llg )」 を選択すると、それぞれの設定画面 
に切り替わります。 

• 52、56、60、 64 ch は、気象レーダーとの干渉を防ぐため、設定できないことがあります。 

. 52、56、60、 64 ch に設定した場合、 VC 6 で通信することができません。 

• 「 ACSS で接続する」 （ P 30) の操作を行うと、 ESSIDfSSID ) が変更されます。変更され 
た設定内容を確認するには、本製品の設定画面から[アドバンスト]-[管理]- [ ACSS ] 
の順にクリックしてください。「現在の暗号化情報」欄に変更された設定内容が表示 
されます。 

• ESS 旧 S 3 D ) は、無線バソコンが本製品との関連付けに使用する固有の識別情報です。 
半角英数字と半角記号を使って、32文字までの長さで設定できます（大文字と小文字 
は区別されます)。 

• 無線モードには、次のような違いがあります。詳細はヘルプ I ユを参照してください。 

• llb ( llM-WFi :l EEE 802. 11 b 専用モード 
• llg ( 541^/ llb (11 H - Ajt 〇 : I EEE 802. 11 g / b 互換モード 
• llg (54 lv)-Turbo : I EEE 802 .llg 専用モード 



-28 - 






























ステップ 17 

「設定を保存しています...完了」と表示されたら、画面左の—卜]をクリック 
して、—卜設定」画面を表示します。 


I P アドレスを変更する場合は、 IP アドレスを入力し、サブネットマスクを選択します。 
CKP サーバから自動的に取得する場合は、 [ EHP サーバから I P アドレスを自動取得]を選 
択します。 

デフオルト ゲー トウエイ欄に、デフオルト ゲー トウエイの I P アドレスを入力します。 ゲー 
トウエイが存在しないときは空欄にします。 

入力後、[設定]をクリックすると設定が反映されます。 



本章で説明していない設定項目については、別冊「設定ガイド」を参照してくだ 

さい。 
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第 4 章付録 

4-1 無線パソコンの接続 

ここでは、無線バソコンから本製品に接続する手順を説明します。 


4-1-1 AOSS て接続する (Windows Vista) 

ACSS (Ai rStati on Che-Touch Secure Systen ) 対応の無線アダプタをお使いの場合は、 
/ CSS で無線バソコンから本製品に接続します。 


近くに障害物などがあると、本製品に接続できない場合がありますので、設定は本製 
品の近くで行ってください。 

接続には「クライアントマネージャ V 」が必要です。以下の設定を行う前に、付属の 
エア ナビ ゲー タ ① よりインストールしてください。 


• / C 6 S でセキュリティ設定をおこなう間、すでに接続済みの無線パソコンが一時的に切 
断されます。/ CSS 設定をおこなう際に、すでに接続済みの無線パソコンがある場合は、 
通信状態をご確認のうえ、 / CSS 設定をおこなってください 

• A^S を使用して接続できる無線パソコンは24台です。25台目以降は、 ASS を使用して 
接続できません。 

ステップ1 

タスクトレイの ||^ アイコンをクリックし、[接続先の作成]をクリックします。 

「プログラムを続行するにはあなたの許可が必要です」と表示された場合は、 
[続行]をクリックしてください。 

ステップ2 

「自動セキュリティ設定」 «|») をクリックします。 


ステップ3 

画面にしたがって、本製品の背面にある ACSS ボタンを A ^ S ランプが点滅するまで（約3 
秒間）押し続けます。 

ステップ4 

30秒〜1分程度すると、 「 AC 6 S で接続が完了しました」と画面に表示されます。 

[保存して閉じる]をクリックします。 

以上で接続は完了です。 

接続完了後、「ネットワークの場所の設定」画面が表示された場合は、ご利用の環境に 
あった場所を選択してください。 


- 30 - 





rm 本製品に正しく接続されなかった場合、本製品の a ^ s ランプが激しく点滅します。 
その場合は、再度ステップ1から設定してください。 


4-1-2 AOSS て接続する (Windows XP/ 2000 /Me/98SE) 

ACBS (Ai rStati on Che-Touch Secure Systen ) 対応の無線アダプタをお使いの場合は、 
/ C 6 S で無線バソコンから本製品に接続します。 


• 近くに障害物などがあると、本製品に接続できない場合がありますので、設定は本製 
品の近くで行ってください。 

• 接続には「クライアントマネージャ3」が必要です。以下の設定を行う前に、付属の 
エア ナビ ゲー タ ① よりインストールしてください。 

(イ ンス トールには、丨 nternet Expl o 「 e 「5. 5 以降が必要です） 

• ACSS でセキュリティ設定をおこなう間、すでに接続済みの無線パソコンが一時的に切 
断されます。/ CSS 設定をおこなう際に、すでに接続済みの無線パソコンがある場合は、 
通信状態をご確認のうえ、 ASS 設定をおこなってください。 

• / C 6 S を使用して接続できる無線パソコンは 24 台です。 25 台目以降は、 ASS を使用して 
接続できません。 


ステップ1 

タスクトレイの 
す。 


アイコンを右クリックし、「プロファイルを表示する」を選択しま 


ステップ2 

rws / A ^ sj ボタン 


奶_，， 

WPS AOSS 


をクリックします。 


ステップ3 

画面にしたがって、本製品の背面にある ACBS ボタンを ACSS ランプが点滅するまで（約3 
秒間）押し続けます。 


ステップ4 

3 W 少〜1分程度すると、 「 ACSS で接続が完了しました」と画面に表示されます。 

« Wndov\s XP の場合は、[完了]をクリックして画面を閉じてください。 

rw 本製品に正しく接続されなかつた場合、本製品の acss ランプが激しく点滅します。 
その場合は、再度ステップ1から設定してください。 
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4-1-3 手動て接続する (Windows Vista) 

/ CSS に対応していない弊社製無線アダプタをお使いの場合は、クライアントマネージャ V 
を使って無線バソコンから本製品に接続します。 


• 接続には「クライアントマネージャ V 」が必要です。以下の設定を行う前に、付属の 
エア ナビ ゲー タ①よりインストールしてください。 


すでに/ CSS で接続しているパソコンがある場合は、そのパソコンか、有線 LANt ' 接続 
しているパソコンから、次の手順で事前に A rStati on に設定されている暗号化キーを 
確認しておいてください。 

1 . Ai「Stati on の設定画面を表示します。 

2. [アドパンスト]-[管理]- [/ C 6 S ] の画面で「現在の暗号化情報」に表示され 
ている値を確認します。 


ステップ1 

タスクトレイの 




アイコンをクリックし、[接続先の作成] 


「プログラムを続行するにはあなたの許可が必要です」 
[続行]をクリックしてください。 


を選択します。 

と表示された場合は、 


ステップ2 

「手動設定」| p ] をクリックします。 

ステップ3 

「セキュリティ情報を手動で入力して接続 」 I & | をクリックします。 

ステップ4 

表示された接続先の一覧より、本製品を選択し、[次へ]をクリックします。 


ステップ5 

「暗号化方式」と「暗号化キー」を入力して、[接続]をクリックします。 

ステップ6 

「正常に接続しました」と表示されたら、[保存して閉じる]一[閉じる]の順にクリッ 
クします。 
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4-1-4 手動て接続する (Windows XP/ 2000 /Me/98SE> 

/ CSS に対応していない弊社製無線アダプタをお使いの場合は、クライアントマネージャ3 
を使って無線バソコンから本製品に接続します。 


• 接続には「クライアントマネージャ3」が必要です。以下の設定を行う前に、付属の 
エア ナビ ゲー タ ① よりインストールしてください。 

(インストールには、丨 nternet Expl o 「 e 「5. 5以降が必要です） 

• すでに/ CSS で接続しているパソコンがある場合は、そのパソコンか、有線 LANt ' 接続 
しているパソコンから、次の手順で事前に A rStati on に設定されている暗号化キーを 
確認しておいてください。 

1. Ai「Stati on の設定画面を表示します。 

2. [アドパンスト]-[管理]- [/ C 6 S ] の画面で「現在の暗号化情報」に表示され 
ている値を確認します。 

ステップ1 

タスクトレイの _| アイコンを右クリックし、「検索を行う」を選択します。 


ステップ2 

「ネットワーク名 SSIDJ 欄に表示された、本製品の ESSI D(SSI D ) を選択し、[接続]を 
クリックします。 

ステップ3 

「暗号化方式」と「暗号化キー」を入力して、[接続]をクリックします。 
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4-2 デフオルト設定 


設定項目 

デフオルト 

無線 (802.11 a ) 

[ WLAH - AM 54 G 54 のみ] 

無線機能 

有効 

ESSI D ( SSI D ) 

出荷時設定 

(Ai rStati on の MKCT ドレス + “_ A ”） 

無線チャンネル 

チヤンネル 

プライバシーセパレ^ータ 

使用しない 

BSS Basi cRat eSet 

Cfef aul t 

Mil ti cast Rate 

Ajto 

フレームバースト 

使用する 

DTI M Peri od 

1 

無線送信出力 

100% 

無線(802.11 g ) 

無線機能 

有効 

無線モード 

llg ( 54^/ llb ( llM-Auto 

ESSI D ( SSI D ) 

WAI4AIVB4C54 : 

出荷時設定 

(エアステ ー シヨンの |\ AC アドレス+ 

" _ G ，） 

WAI4C54: 

エアステーシヨ ン (DVPCT ドレスを設定 

無線チャンネル 

11チヤンネル 

プライバシーセパレ^ータ 

使用しない 

BSS Basi cRat eSet 

Cfef aul t 

フレームバースト 

使用する 

802. llg プロテクション 

CN 

DTI M Peri od 

1 

無線送信出力 

100% 

無線 LAN セキュリティ (802. 11 a / 802.11 g ) 

/ W 接続 

許可する 

データの暗号化 

暗号化なし 

ear 忍証 ( \m 

認証しない 

LAN ポート 

p アドレス 

1 1.1 1(255. 255. 255. 0) 

デフォルトゲ'ートウ:!:イ 

未 Ik 定 

DNS サーバ 

未設定 

無線パソコン制限 

ivf\cr ドレスによる接続制限 

しない 

ロードバランス（接齡獅働機能 

使用しない 

タイマー機能 

しない 
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設定項目 

デフオルト 

WDS (802. 11 a / 802.11 g ) 

アクセスポイント間通信 （ W 5) 

無効 

VC 6 専用モード 

無効 

通信可能なアクセスポイント 

未設定 


経路情報 

Rl P 受信 

R P 1 と Rl P 2 両方 

ルーテイング 

未設定 

バケツトフイルタ 

ログ出力 

出力する 

フィルタの設定 

無線 LAN ^ らの設定を禁止する 

簡易フィルタ 

未設定 

本体設定 

Ai rStati on^S 

AP [有線 側 lyf \ C アドレスの12桁] 

管理 ユーザ 名 

root (変更不可） 

管理パスワード 

未設定 


時間設定 

H[P 

使用しない（確認時間： 24時間毎、タイ 
ムゾーン：日本 （ GMT 409:00)) 


D グ情報 

表示するログ情報のレベル 

エラー、通知 

表示するログ情報 

パケットフイルタ、 DHCP クライアント、 
無線クライアント、設定変更、システム 
起動、 NTP クライアント、その他 

ログ情報転送 

ログ情報転送機能 

使用しない 

Sysl og サーバ 

未設定 

転送するログ情報のレベル 

エラー、通知 

ヘッダに付加する情報 

\ jmimAOEA ： 

[ yicr ドレスとエアステーシヨン名 


WAI 4 C 54： 

(設定項目なし） 

転送するログ情報 

パケットフイルタ、 DHCP クライアント、 
無線クライアント、設定変更、システム 
起動、 IXTP クライアント、その他 

A 0 SS 

暗号化 レベル 

AES 

ACSS ボタンの有効/無効 

有効 
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4-3 トラブルシューティング 

• 無線による通信ができない場合は、パソコンにインストールされているドライバおよ 
びクライアントマネージャのバージョンが古い可能性があります。付属のエアナビ 
ゲータ CD を使って、ドライバおよびクライアントマネージャをバージョンアップし 
てください。 

• その他のトラブルシューティングについては、 Ai「St at i on コミュニティサイト 
ai rstati on . com ( http ： //vwwv ai rstati on . corvO 、 またはサポートペーシ 
( http：//buffal o . j p / qa / b-sol uti ons /) を参照してく ださい。 

• 本製品のお問い合わせなどについては、本書の裏表紙をご参照ください。 


-36 - 



f /\| V 54 C £4 / W / HC 54# 入ガイド 
2008年2月8日第5版発行 
発行株式会社 バッファ ロー 



35004235 ver.05 


^0i] C10-012 



